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東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は
、
本
県
林

業
・
木
材
産
業
に
依
然
と
し
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
樹
皮
処
理
や
安
全
・
安

心
な
県
産
材
の
供
給
等
、
本
県
特
有
の
取
組
を
今
後
も
継
続
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続

い
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
福
島
県
で
は
、
県
産
材
の
需
要
拡
大
に
つ
い
て
、
昨
年
度
か
ら
引
き

続
き
、
県
産
材
を
活
用
し
た
木
造
住
宅
へ
の
二
〇
万
及
び
三
〇
万
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る

「
ふ
く
し
ま
の
未
来
を
育
む
森
と
住
ま
い
の
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
に
取
り
組
み
、
県
木
連
と

し
て
は
、
最
大
二
〇
〇
棟
の
木
造
住
宅
建
設
に
向
け
、
ポ
イ
ン
ト
申
請
や
相
談
窓
口
と
し

て
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
公
共
施
設
等
へ
の
県
産
材
活
用

に
向
け
て
は
、
今
年
度
の
重
点
事
業
と
し
て
、
設
計
士
や
建
築
士
等
と
連
携
し
、
県
内
市

町
村
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
素
材
生
産
に
つ
い
て
は
、
建
築
用
材
の
需
要
減
少
が
予
想
さ
れ
る
中
で
県
内
外

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
へ
の
燃
料
チ
ッ
プ
供
給
が
本
格
化
し
、
チ
ッ
プ
用
材
（
Ｃ

材
）
の
動
き
が
活
発
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
Ａ
材
か
ら
Ｃ
材
ま
で
の
安

定
的
供
給
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
素
材
生
産
業
者
に
対
し
、
燃
料
用
チ
ッ

プ
用
材
の
搬
出
運
搬
経
費
の
支
援
継
続
と
と
も
に
、
高
性
能
林
業
機
械
導
入
や
若
手
林
業

者
の
育
成
対
策
な
ど
に
つ
い
て
県
へ
の
支
援
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

東
京
電
力
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
木
材
業
界
に
対
す
る
放
射
性
物
質
の
影
響
は
、

今
後
も
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
木
連
と
し
て
は
木
材
と
放
射
性
物
質
に

関
す
る
各
研
究
機
関
の
デ
ー
タ
収
集
や
分
析
に
努
め
る
と
と
も
に
、
風
評
被
害
対
策
や
樹

皮
の
処
理
対
策
等
、
国
・
県
と
連
携
し
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
が
本
格
化
し
て
い
る
中
で
、
原
木
市
場
や
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
、

さ
ら
に
は
チ
ッ
プ
工
場
等
へ
段
階
的
に
非
破
壊
検
査
装
置
の
設
置
を
進
め
る
と
と
も
に
、

徐
々
に
住
民
帰
還
が
進
み
林
業
生
産
活
動
も
再
開
し
つ
つ
あ
る
相
双
地
域
か
ら
生
産
さ
れ

る
木
材
を
安
心
し
て
利
活
用
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
た
検
討
も
行
う
計
画
で

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
と
木
材
需
要
拡
大
に
向
け
た
取
組
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

福島県木材協同組合連合会　　　　　　　　
会長　朝　田　宗　弘

林業・木材産業の活性化と
　木材需要拡大に向けた取組
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市町村名 展示期間 展示場所

県 庁 ６／12～６／16 県 庁 西 庁 舎

福 島 市 ６／16～６／26 市 役 所 本 庁 舎

桑 折 町 ６／26～６／29 イ コ ー ゼ ！
（ 屋 内 温 水 プ ー ル ）

国 見 町 ６／29～７／４ 町 役 場 庁 舎

伊 達 市 ７／４～７／12 市 役 所 梁 川 庁 舎

二 本 松 市 ７／12～７／18 市 役 所 本 庁 舎

川 俣 町 ７／18～７／21 町 役 場 庁 舎

大 玉 村 ７／21～７／31 フォレストパーク

本 宮 市 ７／31～８／３ え ぽ か

郡 山 市 ８／７～８／16 市 役 所 本 庁 舎

三 春 町 ８／16～８／21 三春交流館まほら

田 村 市 ８／21～８／24 市 役 所 本 庁 舎

小 野 町 ８／24～８／29 ふるさと文化の館

平 田 村 ８／29～９／１ 村 役 場 庁 舎

古 殿 町 ９／１～９／６ 町 役 場 庁 舎

石 川 町 ９／６～９／11 町 役 場 庁 舎

浅 川 町 ９／11～９／14 町 役 場 庁 舎

玉 川 村 ９／14～９／20 村 役 場 庁 舎

鏡 石 町 ９／20～９／25 町 役 場 庁 舎

須 賀 川 市 ９／25～９／28 市 役 所 本 庁 舎

市町村名 展示期間 展示場所

天 栄 村 ９／28～10／３ 村 役 場 庁 舎

会津若松市 10／５～10／16 生涯学習総合センター

大 熊 町 10／16～10／19 町役場若松出張所

磐 梯 町 10／19～10／24 町 役 場 庁 舎

猪 苗 代 町 10／24～10／27 町 役 場 庁 舎

北 塩 原 村 10／27～11／１ 村 役 場 庁 舎

喜 多 方 市 11／１～11／７ 市 役 所 本 庁 舎

湯 川 村 11／７～11／10 村 役 場 庁 舎

会津坂下町 11／10～11／15 中 央 公 民 館

会津美里町 11／15～11／20 町 役 場 本 郷 庁 舎

柳 津 町 11／20～11／24 町 役 場 庁 舎

西 会 津 町 11／24～11／29 道の駅「よりっせ」

三 島 町 11／29～12／４ 町 役 場 庁 舎

昭 和 村 12／４～12／７ 公 民 館

金 山 町 12／７～12／12 町 役 場 庁 舎

南 会 津 町 12／14～12／19 町 役 場 庁 舎
又は御蔵入交流館

檜 枝 岐 村 12／19～12／22 尾 瀬・ 檜 枝 岐
山 旅 案 内 所

只 見 町 12／22～12／27 朝日振興センター

下 郷 町 １／４～１／10 町 役 場 庁 舎

白 河 市 １／10～１／18 市 役 所 本 庁 舎

市町村名 展示期間 展示場所

西 郷 村 １／18～１／23 文 化 セ ン タ ー

泉 崎 村 １／23～１／26 村 役 場 庁 舎

矢 吹 町 １／26～１／31 町 役 場 庁 舎

中 島 村 １／31～２／５ 生涯学習センター

棚 倉 町 ２／５～２／８ 町 役 場 庁 舎

矢 祭 町 ２／８～２／14 もったいない図書館

塙 町 ２／14～２／19 道 の 駅 は な わ

鮫 川 村 ２／19～２／22 村 役 場 庁 舎

い わ き 市 ２／26～３／１ 市 役 所 本 庁 舎

双 葉 町 ３／１～３／３ 町役場いわき事務所

広 野 町 ３／８～３／13 町 役 場 庁 舎

富 岡 町 ３／13～３／16 町 役 場 庁 舎

楢 葉 町 ３／16～３／22 町 役 場 庁 舎

川 内 村 ３／22～３／27 村 役 場 庁 舎

葛 尾 村 ３／27～３／30 村 役 場 庁 舎

浪 江 町 ３／30～４／４ 町 役 場 庁 舎

飯 舘 村 ４／４～４／９ 村 役 場 庁 舎

相 馬 市 ４／９～４／12 市 役 所 本 庁 舎

新 地 町 ４／12～４／17 町 役 場 庁 舎

南 相 馬 市 ４／17～４／25 市 役 所 本 庁 舎

　

全
国
植
樹
祭
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
木
製
地
球
儀
が
、
平
成
二
九
年
五

月
二
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第
六
八
回
全
国
植
樹
祭
に
お
い
て
、
富
山
県

か
ら
本
県
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

木
製
地
球
儀
は
、
二
一
世
紀
最
初
の
全
国
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
た
山

梨
県
（
第
五
二
回
全
国
植
樹
祭
）
か
ら
、
開
催
県
に
代
々
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。
二
一
世
紀
は
地
球
環
境
の
時
代
で
あ
り
、
森
林
・
林
業
が

さ
ら
に
重
要
な
役
割
を
担
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
「
木
製
の
地
球
」
で

表
現
し
、
そ
れ
を
国
民
・
企
業
・
行
政
の
三
者
の
手
で
支
え
て
い
く
姿

を
「
三
枚
の
葉
」
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
木
製
地
球
儀
は
、
県
内
の
市
町
村
を
巡
回
し
て
お
り
、
来
年

春
の
全
国
植
樹
祭
会
場
で
あ
る
南
相
馬
市
ま
で
、
県
内
全
市
町
村
を
巡

回
し
ま
す
。

木
製
地
球
儀
の
県
内
巡
回
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
福
島
県
実
行
委
員
会
事
務
局

（
福
島
県
農
林
水
産
部
全
国
植
樹
祭
推
進
室
内
）地球：ヒノキ　葉：ナラ　基台：ケヤキ

高さ：60㎝　幅：50㎝　重さ：14.7㎏

木 製 地 球 儀 巡 回 予 定 表
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率
と
林
床
上
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
推
移

に
つ
い
て
、
間
伐
等
の
森
林
施
業
を
実
施

し
た
箇
所
の
森
林
施
業
前
と
施
業
後
の
空

間
線
量
率
（
平
成
二
四
～
二
五
年
度
施
業

地
）
と
林
床
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

（
平
成
二
六
年
度
施
業
地
）
の
経
年
変
化

を
調
査
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２　

調
査
内
容
等

⑴　

空
間
線
量
率
の
経
年
変
化

　

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ア
カ
マ
ツ
林
内
に
設

定
し
た
各
試
験
地
と
も
森
林
施
業
地
の
中

央
に
お
い
て
十
字
に
調
査
プ
ロ
ッ
ト
（
四

〇
㍍
×
四
〇
㍍
）
を
設
け
、
中
心
の
一
点

と
中
心
か
ら
各
方
向
二
〇
㍍
地
点
四
点
の

間
に
合
計
五
点
の
定
点
に
お
い
て
遮
蔽
台

を
用
い
、
地
上
高
一
㍍
に
お
け
る
森
林
施

業
前
と
施
業
後
の
下
方
向
（
樹
冠
側
か

ら
）、
上
方
向
（
地
表
側
か
ら
）
お
よ
び

全
方
向
の
空
間
線
量
率
を
測
定
（
図
―
１

１　

は
じ
め
に

　

原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
、
県
内
の
森

林
は
林
業
生
産
の
場
と
し
て
の
森
林
機
能

の
回
復
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
森
林
に
お

福島県林業研究センター
森林環境部 主任研究員

髙　信　則　男

け
る
放
射
性
物
質
や
空
間
放
射
線
量
率

（
以
下
、「
空
間
線
量
率
」
と
い
う
。）
を

低
減
さ
せ
る
た
め
に
は
、
落
葉
層
の
除
去

が
最
も
即
効
か
つ
有
効
な
方
法
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
森
林
施
業
に
伴
う
放
射
線
量

林業研究センターだより

図－２　プロット配置図

図－３　空間線量測定方法

図－１　空間線量測定機材

 
０

５
cm

林床堆積物

土壌層

図－４　採土円柱を用いた土壌試料の採取要領

「森林施業に伴う放射線量率と
　　林床上の放射性セシウムの

推移について」

～
３
）
し
ま
し
た
。１）

⑵　

林
床
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
経

年
変
化

①　

林
床
堆
積
物
の
調
査

　

空
間
線
量
率
の
測
定
点
五
点
と
更
に
中

心
か
ら
四
点
の
間
に
中
間
点
を
一
点
ず
つ

計
九
点
の
林
床
堆
積
物
（
Ao
層
・
〇
～
五

㌢
㍍
層
）
を
採
取
（
図
―
２
・
４
）
し
、

セ
シ
ウ
ム
137
濃
度
の
経
年
変
化
を
調
査
し

ま
し
た
。

②
チ
ッ
プ
被
覆
効
果
調
査

　

①
の
ア
カ
マ
ツ
林
施
業
地
に
設
定
し
た

チ
ッ
プ
被
覆
試
験
区
に
お
い
て
、
プ
ロ
ッ

ト
内
の
チ
ッ
プ
層
（
積
層
厚
約
一
〇
㌢

㍍
）
を
採
取
し
、
セ
シ
ウ
ム
137
濃
度
を
測

定
し
ま
し
た
。
な
お
、
採
取
方
法
は
林
床

堆
積
物
の
調
査
と
同
様
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
同
試
験
区
か
ら
も
、
林
床
堆
積
物

（
Ao
層
〇
～
五
㌢
㍍
層
）
を
採
取
し
セ
シ

ウ
ム
137
濃
度
及
び
空
間
線
量
率
の
経
年
変

化
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

３　

結
果
及
び
考
察

⑴　

空
間
線
量
率
の
経
年
変
化

　

森
林
施
業
前
と
直
後
の
空
間
線
量
率
を

比
較
す
る
と
、
伐
採
に
よ
り
林
冠
枝
葉
が

除
去
さ
れ
、
樹
冠
方
向
か
ら
の
線
量
は
減

少
し
ま
し
た
が
、
林
床
堆
積
物
は
残
っ
て

い
る
た
め
、
地
表
方
向
か
ら
の
空
間
線
量

率
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
伐
採
に

加
え
て
枝
葉
落
葉
を
除
去
し
た
場
合
は
地

木材チップ敷設施業地

空間線量調査
●・５点

林床試験体採取
●・●９点
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表
方
向
か
ら
の
線
量
率
も
減
少
し
た
た

め
、
全
方
向
の
線
量
率
も
減
少
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
二
八
年

度
の
空
間
線
量
率
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

の
施
業
地
で
も
自
然
減
衰
率
に
則
し
て
推

移
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。（
表

―
１　

表
―
２
）。

⑵　

林
床
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
経

年
変
化

①　

堆
積
有
機
物
（
Ao
層
）
の
セ
シ
ウ
ム

137
濃
度
は
、
全
体
的
に
は
施
業
前
か
ら

施
業
後
に
一
時
増
加
し
、
そ
の
後
減
少

傾
向
で
推
移
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
壌

（
〇
～
五
㌢
㍍
）
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ノ

キ
施
業
地
で
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ

の
他
の
施
業
地
に
つ
い
て
は
、
漸
増
傾

向
と
な
り
ま
し
た
（
図
―
５
）。

　
　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ノ
キ
林
に
お

い
て
は
、
他
の
樹
種
と
比
べ
て
Ao
層
の

堆
積
物
が
比
較
的
少
な
い
た
め
、
土
壌

へ
の
セ
シ
ウ
ム
の
移
行
が
進
む
と
と
も

に
、
〇
～
五
㌢
㍍
層
に
含
ま
れ
て
い
た

セ
シ
ウ
ム
が
そ
れ
以
上
の
深
度
に
移
行

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
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チ
ッ
プ
敷
設
調

査
地
の
林
床
の
セ

シ
ウ
ム
137
濃
度
と

空
間
線
量
率
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

チ
ッ
プ
敷
設
後
に
樹
冠
、
地
表
及
び
全

方
向
と
も
に
、
空
間
線
量
率
が
減
少
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
チ
ッ
プ
敷
設
に
よ

る
被
覆
効
果
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

平
成
二
八
年
度
の
測
定
で
は
、
敷
設

チ
ッ
プ
の
セ
シ
ウ
ム
137
濃
度
、
上
方
向

の
空
間
線
量
率
と
も
に
微
増
し
ま
し

た
。（
図
―
６
）

　
　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、チ
ッ
プ
被
覆
後
、

時
間
の
経
過
に
よ
り
、
落
葉
に
よ
る
堆

積
有
機
物
等
に
含
ま
れ
る
セ
シ
ウ
ム
の

動
き
等
が
影
響
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
引
続
き
調
査

を
継
続
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

４　

お
わ
り
に

　

今
回
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

地
形
、
樹
種
や
こ
れ
ま
で
の
森

林
施
業
実
施
状
況
等
で
大
き
く

左
右
さ
れ
、
ま
た
、
空
間
線
量

率
も
場
所
に
よ
っ
て
大
き
く
異

な
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な
森
林

整
備
に
伴
う
一
つ
の
事
例
と
し

て
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま

す
。

１�

）
大
谷
義
一
ら
（
二
〇
一
三
）
森
林

域
に
お
け
る
除
染
効
果
確
認
の
た

め
の
上
下
方
向
別
空
間
線
量
率
測

定
、
関
東
森
林
研
究
、
六
四
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※表１～２については、施業後以降の空間線量率は施業前の測定日として減衰率補正した値である。

図－５ 施業毎の堆積有機物(Ao層)と土壌(0-5cm)中のセシウム 137濃度の推移

図－６ チップ敷設に伴うセシウム 137濃度と空間線量率の推移

施業種 実施年月

切捨間伐（伐採率30%） H24.11～H24.12
利用間伐（伐採率35%） H24.12～H25.3
皆伐 H24.12～H25.3
更新伐（伐採率90%） H24.11～H25.7
更新伐（伐採率90%
・枝葉落葉除去）

H24.11～H25.7

各区の施業実施期間
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施業前(H26) 施業後(H26) H27 H28
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Ao層

0-5cm

アカマツⅠ対象区のセシウム137濃度
H26.9 H27.1 H27 H28

利用間伐（伐採率32%,搬出70%） 切捨間伐（伐採率31%）

利用間伐（伐採率37%,搬出41%） 無施業区

全方向 下方向 上方向 全方向 下方向 上方向

施業前 μSv/h(a) 0.59 0.18 0.43 0.61 0.18 0.46
施業後 μSv/h(b) 0.56 0.16 0.47 0.43 0.12 0.34

(b/a%) (-4.4%n.s.) (-8.0%*) (8.3%n.s) (-29.3%*) (-31.6%*) (-25.8%*)
H26 μSv/h    0.56 0.19 0.44 0.39 0.12 0.29

H27 μSv/h 0.56 0.19 0.45 0.37 0.14 0.26
H28 μSv/h(c) 0.51 0.19 0.45 0.36 0.13 0.33

(c/a%) (-13.6%n.s.) (9.9%n.s.) (4.7%n.s.) (-41.0%*) (-27.8%*) (-28.3%*)

注) 　*は平均値に有意差があることを示し、n.s.は有意差がないことを示す(P<0.05)　

表-2　施業方法別空間線量率の推移（コナラ林・H24～25年度施業)

更新伐（伐採率90%） 更新伐（伐採率90%・枝葉落葉除去）

全方向 下方向 上方向 全方向 下方向 上方向 全方向 下方向 上方向

施業前 μSv/h(a) 1.56 0.55 1.03 0.65 0.28 0.44 0.44 0.16 0.27
施業後 μSv/h(b) 1.46 0.52 1.05 0.62 0.22 0.47 0.39 0.10 0.33

(b/a%) (-6.3%*) (-4.7%n.s.) (1.1%n.s) (-4.7%n.s.) (-21.9%*) (7.3%n.s.) (-12.0%n.s.) (-40.2%*) (18.6%n.s.)
H26 μSv/h    1.33 0.41 1.02 0.58 0.19 0.44 0.35 0.10 0.29

H27 μSv/h 1.23 0.34 0.97 0.59 0.19 0.47 0.38 0.12 0.31
H28 μSv/h(c) 1.19 0.32 0.98 0.62 0.22 0.50 0.35 0.10 0.30

(c/a%) (-23.7%*) (-41.8%*) (-4.9%n.s.) (-4.6%n.s.) (-21.4%*) (13.6%n.s.) (-20.5%n.s.) (-37.5%*) (11.1%n.s.)

注1) 　*は平均値に有意差があることを示し、n.s.は有意差がないことを示す(P<0.05)　
注2) 　下向きとは樹冠側からの放射線量を測定した値を示す、上方向とは地表側からの放射線量を測定した値を示す　

皆伐
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注1) 　*は平均値に有意差があることを示し、n.s.は有意差がないことを示す(P<0.05)　
注2) 　下向きとは樹冠側からの放射線量を測定した値を示す、上方向とは地表側からの放射線量を測定した値を示す　

皆伐

表-1　施業方法別空間線量率の推移（スギ林・H24～25年度施業)

切捨間伐(伐採率30%) 利用間伐(伐採率35%)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0

10

20

30

40

50

敷設前 敷設後 H27 H28

空
間

線
量

率
（
μS

ｖ
/h

）

セ
シ

ウ
ム

13
7濃

度
(k
Bq

/k
g) アカマツⅡAo層

アカマツⅡ0-5cm

チップ

全方向線量率

下方向線量率

上方向線量率

図－６　チップ敷設に伴うセシウム137濃度と空間線量率の推移

- 3 -
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表－１　施業方法別空間線量率の推移（スギ林・Ｈ24～25年度施業）

※表１～２については、施業後以降の空間線量率は施業前の測定日として減衰率補正した値である。

表－２　施業方法別空間線量率の推移（コナラ林・Ｈ24～25年度施業）
下方向とは樹冠側からの放射線量を測定した値を示す、上方向とは地表側からの放射線量を測定した値を示す　
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子
ど
も
た
ち
に
よ
る
未
来
の
森

林
（
も
り
）
づ
く
り
が
六
月
十
八

日
、
双
葉
郡
楢
葉
町
大
字
山
田
浜

の
海
岸
防
災
林
造
成
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

来
春
に
南
相
馬
市
で
開
か
れ
る

「
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
」
の
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
植
樹
祭
で
、

双
葉
郡
内
の
親
子
等
一
四
〇
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
で
あ
る
芳
見
相
双
農
林

事
務
所
長
、
地
元
の
松
本
楢
葉
町

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、「
森
林
（
も

り
）
と
の
き
ず
な
づ
く
り
植
樹
リ

レ
ー
」
の
プ
レ
ー
ト
と
バ
ト
ン
を

楢
葉
町
立
楢
葉
北
小
学
校
の
立
花

克
磨
君
、
齋
藤
遙
人
君
が
代
表
し

て
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
植
樹

会
場
に
移
動
し
て
、
抵
抗
性
ク
ロ

マ
ツ
苗
五
〇
〇
本
を
植
樹
し
ま
し

た
。

　

閉
会
式
で
は
、
楢
葉
町
立
楢
葉

北
小
学
校
の
木
村
遥
人
君
と
田
中

創
君
が
「
ち
か
い
の
こ
と
ば
」
を

述
べ
た
後
、
植
樹
リ
レ
ー
の
プ
レ
ー

ト
に
木
ピ
ン
を
さ
し
て
、
次
回
植
樹

祭
開
催
地
へ
と
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
思
い
を
込
め
て
植

樹
し
た
苗
木
が
大
き
く
成
長
し
、
海

岸
防
災
林
と
し
て
、
そ
の
役
目
を
果

た
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
未
来
の
森も

林り

づ
く
り

�

福
島
県
相
双
農
林
事
務
所
富
岡
林
業
指
導
所

記　念　撮　影

植樹活動

森林（もり）とのきずなづくり植樹リレー
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一
九
八
五
年
（
昭
和

六
〇
年
）
国
際
森
林

年
を
記
念
し
、
福
島

民
報
社
と
の
共
催
に

よ
り
県
民
の
一
般
投

票
で
「
ふ
く
し
ま
緑

の
百
景
」
を
選
定
し
、

平
成
元
年
よ
り
こ
の

緑
の
百
景
を
核
と
し

た
コ
ー
ス
を
設
定
し
、

福
島
民
報
社
、
緑
の

百
景
の
地
元
市
町
村
と
の
共
催
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
福
島
市
飯
坂
支
所
を
ス
タ
ー

ト
、
す
り
か
み
浄
水
場
前
広
場
を
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
と
す
る
特
設
コ
ー
ス
（
約
八
㌔
の
入
門

コ
ー
ス
（
ひ
め
さ
ゆ
り
の
丘
）
と
約
一
一
㌔

の
満
喫
コ
ー
ス
（
大
作
山
山
頂
）
の
二
コ
ー

ス
）
で
実
施
し
、
参
加
者
約
一
、
〇
〇
〇
人

が
緑
の
百
景
に
選
ば
れ
て
い
る
大
鳥
城
跡

の
緑
な
ど
豊
か
な
自
然
を
眺
め
な
が
ら
、

天
王
寺
沼
や
大
作
山
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

大
会
受
付
で
は
ミ
ス
ピ
ー
チ
が
参
加
者

へ
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ
ュ
ー

　

平
成
二
九
年
六
月
四
日
（
日
）、
福
島
市

飯
坂
町
に
お
い
て
、
第
二
九
回
ふ
く
し
ま

緑
の
百
景
歩
こ
う
会
を
福
島
市
、
福
島
民

報
社
、（
公
社
）
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑

化
協
会
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
の
主
催
で

福
島
市
市
制
施
行
一
一
〇
周
年
記
念
事
業

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
く
し
ま
緑
の
百
景
歩
こ
う
会
」
は
、

ス
を
配
布
し
た
り
、
開
会
式
で
は
地
元
飯

坂
八
幡
神
社
祭
り
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
太

鼓
演
奏
や
福
島
市
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
ラ

イ
ブ
が
あ
っ
た
り
、
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

で
は
福
島
市
の
水
道
水
「
ふ
く
し
ま
の
水
」

の
配
布
、
豚
汁
や
飯
坂
名
産
「
ラ
ジ
ウ
ム

玉
子
」
を
振
る
舞
っ
た
り
す
る
な
ど
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
以
外
で
も
福
島
市
を
一
日

を
通
し
て
楽
し
め
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
参
加
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
会
場
で
は
、
参
加
申
込

抽
選
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者
の
発
表
や
、
大

会
当
日
に
配
布
し
た
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
に
記

載
し
た
番
号
の
抽
選
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
配
布

を
行
い
、
当
選
し
た
参
加
者
は
、
飯
坂
温

泉
旅
館
の
宿
泊
ク
ー
ポ
ン
券
や
も
も
り
ん

サ
ブ
レ
ー
な
ど
地
元
ゆ
か
り
の
景
品
や
緑

化
用
苗
木
（
カ
ル
ミ
ア
、ヨ
ド
ガ
ワ
ツ
ツ
ジ
、

シ
モ
ツ
ケ
）
を
受
け
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

太鼓演奏
（飯坂八幡神社祭り太鼓保存会）

ウォーキングスタート

初夏の日差しや風を感じながら歩く参加者

テープカット

第
二
九
回
ふ
く
し
ま
緑
の
百
景
歩
こ
う
会

公
益
社
団
法
人 

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会 

緑
化
推
進
局



林業福島　平成29年８月１日発行

7―　 ―

１
．
は
じ
め
に

　

西
会
津
町
で
は
、
少
子
化
や
多
様
化
す

る
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
老
朽
化
し
た

施
設
へ
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
町
内

全
て
の
保
育
所
（
三
保
育
所
・
一
分
所
）

を
統
合
し
、
保
育
所
型
の
認
定
こ
ど
も
園

を
建
設
し
ま
し
た
。
認
定
こ
ど
も
園
は
、

保
育
施
設
と
し
て
の
機
能
の
他
に
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
備
え
て
お
り
、
町
の
子
育
て
支

援
の
拠
点
施
設
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
に
町
内
で
一
つ
に
統
合
し
た

小
学
校
、
中
学
校
が
隣
接
し
て
お
り
、
今

後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
な
が
ら
、
子

育
て
支
援
や
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

２
．
建
築
概
要

・
建
物
名
称
：
西
会
津
町
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園

・
発 

注 

者
：
西
会
津
町
長

・
所 

在 

地
：�

耶
麻
郡
西
会
津
町
尾
野
本

字
新
森
野
五
三
番
地

・
設
計
管
理
：
有
限
会
社
辺
見
美
津
男
設
計
室

・
施　
　

工
：
武
田
土
建
工
業
株
式
会
社

・
規　
　

模
：

　
　

構　
　

造　

木
造
平
屋
建
て

　
　
　
　
　
　
　
（
準
耐
火
構
造
）

　
　

建
築
面
積　

一
、
八
九
八
平
方
㍍

　
　

延
床
面
積　

一
、
七
九
三
平
方
㍍

　
　

竣　
　

工　

平
成
二
九
年
三
月

・
概　
　

要
：

　
　

内　

部

　
　
　

床
：
無
垢
杉
板
張
ｔ
＝
一
五
ミ
リ

（
自
然
塗
装
二
回
）

　
　
　

壁
：
杉
板
張
ｔ
＝
一
二
ミ
リ

（
自
然
塗
装
二
回
）

　
　

空　

調

　
　
　

暖
房
：�

木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー

（
灯
油
予
備
）、
床
暖
房
・

床
噴
出
し
暖
房

　
　
　

冷
房
：�

壁
掛
け
型
エ
ア
コ
ン
（
各

室
）、
床
噴
出
し
冷
房

３
．
木
材
の
利
用

　

認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
に
あ
た
り
、
西

会
津
町
保
育
施
設
整
備
等
審
議
会
か
ら
の

答
申
に
お
い
て
「
木
の
ぬ
く
も
り
を
重
視

し
た
温
か
み
の
あ
る
施
設
と
し
て
整
備
が

望
ま
れ
る
」
と
の
こ
と
か
ら
、
構
造
は
木

造
と
し
、
そ
の
建
築
資
材
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
限
り
地
元
産
材
を
活
用
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
町
内
か
ら
約
二
三
〇
立

方
㍍
の
杉
材
が
寄
贈
さ
れ
、
そ

の
他
の
木
質
材
に
つ
い
て
も
県

産
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
柱

に
は
地
元
産
の
杉
の
丸
太
材
を

そ
の
ま
ま
利
用
し
、
床
は
杉
材

の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
屋
根
部
分

に
は
木
材
で
の
ト
ラ
ス
構
造
に

よ
り
、
高
く
て
広
い
空
間
で
も

強
い
強
度
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
冬
の
施
設
内

暖
房
や
屋
根
融
雪
設
備
の
燃
料

と
し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
木
質
ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
、
豊
か

な
森
林
資
源
の
有
効
活
用
と
森

林
環
境
の
保
全
や
再
生
な
ど
、

循
環
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

４
．
お
わ
り
に

　

県
内
で
も
有
数
の
豊
か
な
森

林
資
源
を
有
し
て
い
る
本
町
で

は
、
公
共
施
設
等
に
お
い
て
木

質
材
料
を
積
極
的
に
利
用
し
、

身
近
に
木
の
存
在
を
感
じ
る
こ

と
に
よ
り
、
森
林
環
境
保
全
の

意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　
　

遊戯室 でん（各保育室）

全景 保育室を貫く廊下には丸太の柱が並ぶ 地域土間と奥まで続く光のアーケード
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森林資源の有効活用と森林整備の
推進に係る広報活動について

普及指導員通信

　県南農林事務所森林林業部
林業普及指導員　宗　方　宏　幸

　東日本大震災から６年５か月が経過していますが、震災後、停滞した森林整備を促進するため創設した「ふ
くしま森林再生事業」の取組もあり、県南地方における平成27年度末の森林整備面積は、震災前の７割まで回
復している中、県南地方の森林資源は、人工林率が48％と高く、利用伐期とされる10齢級以上の針葉樹人工林
が７割を占めており、充実する森林資源を積極的に活用する時期が到来しています。
　さらに伐採後は、齢級構成を平準化し、森林の若返りを図りながら、次の世代に健全な森林を引き継いで行
く時期にさしかかっており、「伐って、使って、植える」という資源循環や持続可能な森林資源を保続する上で、
重要な局面を迎えています。
　しかしながら、森林所有者の森林に対する関心は低く、これまで間伐等の保育を行ってきた森林ですら、素
材生産を行おうとしない傾向があります。
　このため、県南普及地区では、平成28年度末に森林資源の有効活用の呼びかけ等の広報活動を関係機関と連
携しながら実施しています。
　広報活動は、地域の森林整備の方針（市町村森林整備計画）に基づき、公益的機能の維持増進を図りながら、
森林整備を推進している市町村、森林整備の中核的な事業体である森林組合、流域全体の森林・林業の活性化
を図る流域林業活性化センターの３つの機関と連携しながら、それぞれの媒体（広報誌、定期だより等）により、
森林所有者への呼びかけを行いました。
　市町村や森林組合へは、森林所有者へ森林を見つめ直し、森林整備の推進を呼びかける広報記事の掲載を依
頼しました。
　また、奥久慈流域林業活性化センターへは、「活性化センターだより（東白川郡４町村全戸配布）」の発行に
当たり、森林所有者や地域住民に対して、伐採時期を迎えている森林を積極的に利用して山から収益をあげる
ため、補助事業等を活用した利用間伐や皆伐の収支事例や主な造林補助事業内容、ふくしま森林再生事業の取
組を紹介する特集記事の掲載を依頼しました。
　その結果、森林整備の推進を特集とした「活性化センターだより24号」が全戸（9,800世帯）に配布されたほか、
３市村、１森林組合で広報誌に掲載され、農林事務所へも森林整備に関する問い合わせが寄せられています。
　今後とも県南地方の豊かな森林資源を有効活用し、元気な森林を未来に残すため、森林所有者が森林を見直
す機会となるよう、定期的に広報活動を展開していきたいと考えております。

奥久慈流域林業活性化センターだより24号「森林整備の推進」
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福
島
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

林
業
就
業
者
育
成
の

取
組
に
つ
い
て

林業人材育成研修
先崎講師の伐根

◎
は
じ
め
に

　

福
島
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン

タ
ー（
以
下
「
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）

で
は
、
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展

の
た
め
、
事
業
体
の
雇
用
管
理
体
制
改
善

や
林
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
等
の
た
め

の
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
今
年
度
こ
れ
ま
で
に
取
り

組
ん
だ
研
修
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
「
緑
の
雇
用
」
現
場
技
能
者
育
成
推
進

事
業
（
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
研
修
）

　

認
定
林
業
事
業
体
の
新
規
就
業
者
を
対

象
と
し
、
三
年
間
で
体
系
的
に
技
能
と
知

識
の
習
得
が
得
ら
れ
る
よ
う
全
国
統
一
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
と
、
集
合
研
修
と
実

地
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
研
修
を
実
施
中
で
す
。

　

今
年
度
の
研
修
生
は
、
一
年
生
が
四
二

名
、
二
年
生
が
三
四
名
、
三
年
生
が
二
六

名
の
計
一
〇
二
名
と
な
っ
て
い
て
、
前
年

度
同
時
期
（
七
八
名
）
よ
り
増
加
し
て
い

ま
す
。

①
指
導
員
能
力
向
上
研
修

　
「
緑
の
雇
用
」
を
行
う
事
業
体
を
対
象

に
、
実
地
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
研
修
を
行
う
際
の

指
導
員
に
新
た
に
な
る
方
を
対
象
に
、
指

導
員
の
役
割
や
指
導
方
法
な
ど
を
中
心
に

五
月
三
一
日
か
ら
六
月
二
日
ま
で
の
三
日

間
、「
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
あ
だ
た
ら
」

で
実
施
し
、
三
一
名
の
方
が
指
導
員
と
な

り
ま
し
た
。

②
集
合
研
修

　

集
合
研
修
は
、
各
年
の
研
修
生
が
一
箇

所
に
集
合
し
座
学
や
実
習
、
資
格
取
得
を

行
う
も
の
で
す
。

　

今
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
一
年
生

二
八
日
間
、
二
年
生
二
九
日
間
、
三
年
生

二
一
日
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

六
月
五
日
か
ら
七
月
八
日
ま
で
に
行
っ

た
主
な
集
合
研
修
の
内
容
は
、
一
年
生
で

は
、
林
業
の
社
会
的
責
任
と
関
係
者
と
の

協
働
の
講
義
・
刈
払
機
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
特
別
教
育
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
造
林
育

林
・
健
康
管
理
・
森
林
調
査
・
コ
ン
パ
ス

測
量
等
で
す
。

　

二
年
生
は
造
林
・
刈
払
機
や
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
車
両
系
木
材
伐

出
機
械
特
別
教
育
の
学
科
・
森
林
調
査
、

三
年
生
で
は
車
両
系
木
材
伐
出
機
械
特
別

教
育
で
す
。

③
実
地
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
研
修

　

事
業
体
が
行
う
研
修
で
、
六
月
一
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
研
修
期
間
の
月
数
が
変
わ

り
、
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
同
じ
に
な

り
、
最
大
八
ヶ
月
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎�

林
業
就
業
者
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
事
業

　

林
業
就
業
者
の
定
着
促
進
す
る
た
め

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
必
要

な
知
識
を
習
得
す
る
研

修
と
し
て
「
林
業
人
材

育
成
研
修
会
」
を
、
六

月
二
三
日
に
古
殿
町
役

場
大
会
議
室
と
同
町
の

現
地
を
お
借
り
し
て
安

全
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐

倒
に
つ
い
て
、
林
材
業

安
全
技
能
師
範
の
小
田
桐
久
一
郎
氏
か
ら

講
義
と
実
技
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

二
三
名
で
し
た
。

　

同
じ
く
「
林
業
人
材
育
成
研
修
会
」
を
、

六
月
二
六
日
に
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
あ
だ

た
ら
に
お
い
て
、
先
崎
倫
正
氏
か
ら
「
世

界
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
に
出
場
し

て
」
の
講
演
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
競

技
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
伐
倒
実

技
の
講
習
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
二

六
名
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
修
で
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

伐
倒
に
関
す
る
内
容
で
し
た
が
、
講
師
の

伐
倒
木
は
い
ず
れ
も
狙
っ
た
場
所
に
木
が

倒
れ
、
伐
倒
技
術
の
高
さ
に
拍
手
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

◎
終
わ
り
に

　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
様
々
な

研
修
を
予
定
し
て
お
り
、
逐
次
広
報
を
行

い
ま
す
の
で
、ご
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

集合研修：
フォレストワーカー１年生
刈払機メンテナンス実習状況

現地でチェーンソー伐倒を指導する
小田桐師範

現
場
実
習
で
伐
倒
方

向
を
狙
う
先
崎
講
師

枝
払
い
競
技
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
先
崎
講
師
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日
頃
よ
り
、
当
協
会
の
運
営
・
活
動
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
は
労
働
災
害
防
止
に
関
す
る
第
一

二
次
労
働
災
害
防
止
計
画
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？
「
第
一
二
次
」
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
五
年
を
計
画
期
間
と
し
て
「
一
二

回
策
定
」
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と

は
、
六
〇
年
前
の
昭
和
三
〇
年
代
に
厚
生

労
働
省
が
労
働
災
害
を
な
く
す
目
的
で
全

産
業
に
呼
び
か
け
を
始
め
た
計
画
な
の
で

す
。
当
然
、
林
業
・
木
材
製
造
業
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
第
一
二
次
労

働
災
害
防
止
計
画
の
最
終
年
度
で
、
平
成

二
四
年
度
の
労
働
災
害
件
数
の
一
五
㌫
減

を
目
標
達
成
す
る
べ
き
年
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

福
島
県
内
の
平
成
二
八
年
度
の
林
業
・

木
材
製
造
業
の
労
災
事
故
発
生
件
数
は
、

下
表
の
と
お
り
で
林
業
が
目
標
件
数
を
大

幅
に
上
回
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か

ら
安
全
作
業
を
心
掛
け
て
、
こ
れ
か
ら
の

半
年
は
「
労
災
事
故
ゼ
ロ
」
で
お
願
い
し

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
林
災
防
福
島
県
支
部
で

は
林
業
・
木
材
製
造
業
ご
と
に
「
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
」
を
一
〇
月

～
十
二
月
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
事
業

主
・
安
全
衛
生
推
進
者
等
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
七
月

～
九
月
に
行
う

刈
払
機
に
よ
る

下
刈
り
作
業
で

は
、
毎
年
蜂
刺

さ
れ
に
よ
る
被

害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
体
質

に
よ
っ
て
は
死

に
至
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
こ
と
か

ら
、
作
業
者
は

蜂
刺
さ
れ
予
防

対
策
と
し
て
蜂

ア
レ
ル
ギ
ー
抗

体
検
査
（
血
液

検
査
）
を
受
診

し
、
陽
性
と
判

定
さ
れ
た
方
は

エ
ピ
ペ
ン
を
携

行
す
る
こ
と
が

肝
要
で
す
。
林

業
事
業
体
に
所

属
す
る
作
業
者
が
受
診
し
た
場
合
に
は
、

検
査
料
に
対
す
る
補
助
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
・
刈
払
機
の
振
動
工

具
取
扱
作
業
者
に
対
す
る
振
動
障
害
予
防

の
た
め
の
特
殊
健
康
診
断
に
つ
い
て
も
、

同
様
な
補
助
制
度
が
あ
り
、
毎
年
十
一
月

か
ら
十
二
月
に
県
内
九
地
区
に
お
い
て
巡

回
に
よ
る
振
動
障
害
特
殊
健
康
診
断
が
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る

事
業
者
（
一
人
親
方
を
含
む
）
は
当
支
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
木
材
製
造
業
の
「
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
」
は
、
二
、
三
社

が
合
同
で
実
施
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に

は
、
個
別
指
導
に
も
応
じ
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

林
災
防
だ
よ
り

林
材
業
・
木
材
製
造
業
労
災
防
止
協
会　

福
島
県
支
部

計画基準
（平成24年）

平成29年
目標値

平成28年
発生件数

林　　　業
（死亡者数）

29 24 45

1 0 1

木材製造業
（死亡者数）

45 38 33

0 0 0

計画に対する労災事故発生件数

平成28年度林業事業体のリスクアセスメント集団指導会
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「
自
然
に
親
し
む
」
福
島
県
の
巨
樹
・
名
木　

― 

29 

―

樹
木
医　

鈴　

木　

俊　

行

大
聖
寺
の
ア
カ
ガ
シ
樹
群

　
「
大
聖
寺
の
ア
カ
ガ
シ
樹
群
」
は
、
双

葉
郡
浪
江
町
北
幾
世
橋
地
内
に
あ
る
大
聖

寺
境
内
に
生
育
し
て
い
る
。
生
育
地
の
大

聖
寺
は
、
国
道
六
号
と
国
道
一
一
四
号
と

の
交
差
点
を
海
側
へ
約
一
・
五
㌔
㍍
、

浪
江
町
役
場
か
ら
は
東
へ
約
一
・
五

㌔
㍍
の
高
台
に
位
置
し
て
い
る
。
生

育
地
の
地
形
は
、
南
か
ら
西
向
き
の

斜
面
で
、
一
部
に
緩
傾
斜
も
あ
る
が

ほ
と
ん
ど
が
急
傾
斜
と
な
っ
て
い

る
。
樹
林
の
植
生
は
、
ア
カ
ガ
シ
の

外
に
ケ
ヤ
キ
、
エ
ノ
キ
、
エ
ド
ヒ
ガ

ン
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
な
ど
も
生
育
し

て
い
る
が
、
林
床
は
除
染
に
よ
り
裸

地
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
モ
ウ
ソ
ウ

チ
ク
の
繁
茂
が
著
し
く
ア
カ
ガ
シ
の

生
育
を
お
び
や
か
す
ほ
ど
で
あ
る
。

　

大
聖
寺
は
、
平
安
時
代
会
津
恵
日

寺
の
徳
一
大
師
に
よ
る
創
建
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
は
、
元
禄
十

四
年
（
一
七
〇
一
）
相
馬
中
村
藩
五

代
藩
主
相
馬
昌
胤
（
ま
さ
た
ね
）
が

三
七
歳
で
家
督
を
叙
胤
（
の
ぶ
た

ね
）
に
譲
り
、
隠
居
所
で
あ
る
北
原
御
殿

を
設
け
没
す
る
ま
で
住
ん
だ
場
所
で
あ

る
。
そ
の
後
、
興
仁
寺
の
所
有
と
な
っ
た

が
、
興
仁
寺
が
相
馬
市
に
移
り
、
明
治
三

年
（
一
八
七

〇
）
に
現
在
の

大
聖
寺
が
建
立

さ
れ
た
。

　

こ
の
ア
カ
ガ

シ
樹
群
は
、
相

馬
昌
胤
が
植
え

た
も
の
と
も
、

昌
胤
の
隠
居
所

建
設
時
に
は
既
に
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
定
か
で
は
な
い
。

　

ア
カ
ガ
シ
（Q

uercus acuta

）
は
、

ブ
ナ
科
コ
ナ
ラ
属
の
常
緑
高
木
で
、
本
州

の
宮
城
県
、
新
潟
県
以
西
か
ら
四
国
、
九

州
、
朝
鮮
半
島
南
部
、
中
国
、
台
湾
に
分

布
し
て
い
る
。
別
名
オ
オ
ガ
シ
（
大
樫
）、

オ
オ
バ
ガ
シ
（
大
葉
樫
）
と
呼
ば
れ
、
他

の
カ
シ
類
に
比
べ
、
扁
平
で
厚
み
の
あ
る

葉
が
特
徴
で
あ
る
。
和
名
の
ア
カ
ガ
シ
は

材
が
赤
い
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
、
材
は
堅

く
て
器
具
、
車
両
、
船
舶
、
機
器
、
枕
木
、

木
刀
な
ど
の
ほ
か
建
築
材
と
し
て
も
使
わ

れ
る
。
私
は
ア
カ
ガ
シ
の
堅
果
（
ド
ン
グ

リ
）
が
好
き
で
、
特
に
殻
斗
が
ビ
ロ
ー
ド

の
よ
う
な
手
触
り
と
形
で
何
と
も
言
え
な

い
。
堅
果
は
二
年
か
け
て
成
熟
す
る
。

　

本
樹
群
は
現
地
の
解
説
板
に
よ
る
と
、

四
三
本
生
育
し
て
い
て
、
胸
高
直
径
四
〇

㌢
㍍
以
上
の
も
の
が
三
九
本
、
胸
高
直
径

二
五
～
三
五
㌢
㍍
の
も
の
が
四
本
あ
る
。

最
大
の
も
の
は
一
八
八
㌢
㍍
で
、
次
い
で

一
七
六
㌢
㍍
の
巨
木
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
ア
カ
ガ
シ
の
巨
木
は
珍
し
く
、
単
木
と

し
て
も
貴
重
で
あ
る
が
、
一
ヶ
所
に
ア
カ

ガ
シ
の
巨
木
が
多
く
生
育
し
、
ほ
ぼ
自
然

の
状
態
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
価
値
が
高

い
。
樹
齢
は
二
五
〇
～
四
〇
〇
年
と
も
四

〇
〇
～
五
〇
〇
年
と
も
い
わ
れ
、
昭
和
五

〇
年
五
月
三
日
に
県
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ア
カ
ガ
シ
樹
群
は
、
大
正
の
初
め

頃
ま
で
は
枝
渡
り
が
で
き
る
ほ
ど
繁
茂
し

て
い
た
と
言
わ
れ
、
大
正
十
年
（
一
九
二

一
）
の
幾
世
橋
の
大
火
で
類
焼
し
た
が
、

奇
跡
的
に
回
復
し
て
い
る
。
天
然
分
布
で

は
、
北
限
に
近
い
場
所
に
生
育
す
る
ア
カ

ガ
シ
の
巨
木
群
に
ぜ
ひ
一
度
会
い
に
行
っ

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
き
っ
と
大
き
な

パ
ワ
ー
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

　

ア
カ
ガ
シ
樹
群
の
あ
る
浪
江
町
は
、
東

日
本
大
震
災
に
伴
う
原
発
事
故
の
影
響
に

よ
り
、
立
入
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
所
も

あ
る
の
で
お
出
か
け
の
際
は
ご
注
意
を
。
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二
日
目
に
雲
雀
ヶ
原
で
行
わ
れ
る
、
甲
冑
競

馬
、
神
旗
争
奪
戦
、
三
日
目
に
相
馬
小
高
神

社
で
行
わ
れ
る
野
馬
懸
で
す
。

○
甲
冑
競
馬

　

一
周
一
、
〇
〇
〇
㍍
の
コ
ー
ス
を
十
二
馬

立
て
て
走
り
ま
す
。
騎
乗
す
る
武
者
の
背
中

に
は
旗
指
物
を
さ
し
、
そ
れ
が
な
び
き
一
層

ス
ピ
ー
ド
感
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

○
神
旗
争
奪
戦

　

雲
雀
ヶ
原
に
集
結
し
た
数
百
騎
の
騎
馬
武

者
が
、
花
火
の
中
に
仕
掛
け
ら
れ
た
御
神
旗

を
怒
濤
の
ご
と
く
奪
い
合
う
と
い
う
も
の
で
、

二
〇
発
の
花
火
が
次
々
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、

御
神
旗
を
奪
う
様
は
、
ま
さ
に
戦
国
時
代
を

彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。

○
野
馬
懸

　

相
馬
小
高
神
社
で
、
野
生
馬
に
見
立
て
た

裸
馬
を
数
十
人
の
白
衣
装
の
若
者
た
ち
が
素

手
で
捕
ま
え
、
そ
れ
を
小
高
神
社
に
奉
納
し

ま
す
。

　

私
も
、
ま
だ
拝
見
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
相

双
管
内
に
在
職
中
に
一
度
は
、
見
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
原
稿
が
掲
載
さ
れ

る
頃
に
は
、
す
で
に

終
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

来
年
、
皆
様
も
ぜ
ひ

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

四
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
八
㌫
減
（
前
年
比
一
〇

㌫
増
）
の
二
九
、
三
四
一
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
九
㌫
減
（
前
年
比
八
㌫
増
）
の
二
八
、
〇
六
一
立

方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

五
月
の
価
格
は
保
合
い
と
な
っ
て
い
る
。

「
相
馬
野
馬
追
」
に
つ
い
て

　

今
年
度
、
七
月
二
九
日
～
三
一
日
に
か
け

て
行
わ
れ
ま
す
「
相
馬
野
馬
追
」
に
つ
い
て
、

私
自
身
、
な
ん
と
な
く
知
っ
て
は
い
た
も
の

の
、
こ
れ
ま
で
見
る
機
会
が
な
く
、
そ
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た

と
い
う
、
お
恥
ず
か
し
い
状
況
で
あ
り
、
今

回
、「
相
馬
野
馬
追
」
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め

て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

相
馬
氏
の
祖
で
あ
る
平
将
門
が
、
軍
事
訓

練
と
し
て
、
原
野
に
放
し
た
野
馬
を
捕
ら
え
、

神
前
に
奉
納
し
た
こ
と
に
由
来
し
、
一
千
年

余
り
の
歴
史
を
有
す
る
と
の
こ
と
。
五
、
〇

〇
〇
騎
余
り
の
甲
冑
姿
の
騎
馬
武
者
が
、
馬

を
走
ら
せ
競
い
合
う
戦
国
時
代
さ
な
が
ら
の

壮
大
な
祭
事
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
五
三
年

に
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
七
月
二
三

日
～
二
五
日
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
二
四
年
か
ら
七
月
最
終
の
土
、
日
、
月
曜

に
開
催
日
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
相
馬
野
馬
追
」
は
、
相
馬
中
村
神
社
（
相

馬
市
）・
相
馬
太
田
神
社
（
南
相
馬
市
原
町

区
）・
相
馬
小
高
神
社
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

の
三
つ
の
神
社
の
祭
礼
と
し
て
、
雲ひ

ば

雀り

ヶが

原は
ら

祭
場
を
中
心
に
旧
中
村
藩
各
地
で
開
催
さ

れ
、
お
繰く

り
出
し
、
御
行
列
、
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

競け
い

馬ば

、

神し
ん

旗き

争そ
う

奪だ
つ

戦せ
ん

、
野の

馬ま

懸か
け

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
な
じ
み
の
あ
る
行
事
と
い
え
ば
、

野　

村　

智　

宏

相
双
農
林
事
務
所

素材の価格〈工場着価格〉（５月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

区分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ 　（ 0～ 0）  7（ 6～ 9） 0

13～14 並 カラマツ 　（ 0～ 0）  8（ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 13（12～13） 10 （ 9～11） 0

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県 平 均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一

般

用

材

小
5～9

4.00
並

ス　ギ
 9（ 8～10） 0 　（ 0～ 0）  9（ 9～ 9） 0  9（ 8～10） 0

10～14 並 11（11～12） △1  9（ 9～ 9） △1 11（11～11） 0 11（ 9～12） 0

中

14～22

3.00
並 ス　ギ 12（11～13） 0 　（ 0～ 0） 10（ 9～12） 0 11（ 9～13） 0

並 ヒノキ 18（13～24） 0 　（ 0～ 0） 14（13～15） △1 16（13～24） 0

6.00
並 ス　ギ 16（15～17） 0 11（10～12） 1 15（13～17） △2 14（10～17） △1

並 ヒノキ 29（24～34） 0 　（ 0～ 0） 21（19～24） 2 25（19～34） 1

20～28

3.65 並
ス　ギ

11（11～12） 0 10（10～11） 0 15（11～19） 3 12（10～19） 1

4.00 並 11（10～13） 0 11（11～11） 0 11（10～12） △1 11（10～13） △1

4.00 並
アカマツ

 9（ 8～11） 1 　（ 0～ 0）  9（ 9～10） 0  9（ 8～11） 0

1.80 並  8（ 5～10） 0 　（ 0～ 0）  7（ 6～ 7） 0  7（ 5～10） 0

外
材

米
材
（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 28（28～28） 0 28（28～28） 0

並 米マツ 32（32～32） 0 32（32～32） 29（28～29） 0 30（28～32） 0
北
洋
材
（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 28（27～28） 0 28（27～28） 0

4.00
並 アカマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 33（25～40） 0 33（25～40） 0

並 カラマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 26（25～27） 0 26（25～27） 0

パルプ
用材

並 マ　ツ  6（ 6～ 6） 0 　（ 0～ 0）  5（ 5～ 5） 0  6（ 5～ 6） 0

並 広葉樹  9（ 9～ 9） 0 　（ 0～ 0）  6（ 6～ 6） 0  8（ 6～ 9） 0
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お知らせコーナー
第２回福島県

きのこ料理コンクール　作品募集
　きのこに対する正しい知識とその利活用の普及啓
発に向け、県産きのこを用いたご自慢の一品を募集
しています。

１．応募資格
　　16歳以上または高校生以上で、県内在住の方
　　応募は、個人（グループの場合は代表者）に限
ることとし、一人１作品

２．応募条件
　・福島県内で生産されたきのこを使用している未発表作品
　・材料費は、４人分で2,000円以内� など

３．日　　程
　応募締切
　　平成29年９月29日㈮（必着）
　本 審 査（調理審査）
　　期日　平成29年11月23日㈭
　　場所　郡山市安積町「郡山市安積総合学習センター」

４．全国大会
　　最優秀作品は、全国大会へ県代表として出場

５．お問い合わせ先
　　公益社団法人福島県森林・林業・緑化協会
　　きのこ振興センター（TEL 024－947－2188）

第32回ふくしま
緑の写真コンクール　作品募集
　緑の大切さを再認識していただくため、「緑の百景」
を中心に、身近にある「鎮守の森」や「公園」など、
豊かな緑を題材とした作品を募集しています。

１．応募資格
　　県内の居住者（職業写真家を除く。）とし、作品
は自作に限ります。

２．作　　品
　　カラープリント（デジタル可）四ツ切サイズの
一枚写真（ワイドも可）
　　ただし、スライドや組み写真は除きます。

３．応募方法
　　所定の応募票に必要事項を記入し、提出してく
ださい。

４．応募締切
　　平成29年10月20日㈮（必着）

５．お問い合わせ先
　　福島民報社事業局（TEL 024－531－4171）
　　公益社団法人福島県森林・林業・緑化協会
　　緑化推進局（TEL 024－521－1480）

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

水

戸

典

明

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
〇
八
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

はなしの
ひろば

　
追
　
慕

表紙の写真

「緑の中のオアシス」
　第31回ふくしま緑の写真コン
クール金賞
受賞者　清野欣子さん（福島市）
撮影場所：福島市

　

六
月
に
円
蔵
院
八
幡
寺
（
福
島
市
）
で
お
こ
な
っ
た
両
親
の
法
要
の
席
で
、
住
職
が

こ
ん
な
お
話
を
さ
れ
た
。「
あ
の
世
で
亡
く
な
っ
た
人
達
が
集
ま
っ
て
食
事
を
す
る
時
、

目
の
前
に
は
沢
山
の
御
馳
走
と
一
㍍
の
箸
が
お
か
れ
て
い
る
。
と
て
も
長
く
て
隣
の
人

と
ぶ
つ
か
り
一
向
に
食
べ
ら
れ
な
い
。
一
方
の
グ
ル
ー
プ
は
、
向
か
い
合
わ
せ
の
人
同

士
、
一
㍍
の
箸
で
お
互
い
の
口
に
運
ん
で
あ
げ
て
ご
馳
走
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
。
こ
の
工
夫
と
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
人
達
が
極
楽
浄
土
に
い
る
人
達
だ
」
と
。

こ
れ
は
、
極
楽
と
地
獄
の
話
だ
が
、
私
達
の
日
常
生
活
に
も
通
用
す
る
た
と
え
で
、
宗

派
を
超
え
て
、
生
き
る
こ
と
は
ま
さ
に
修
業
だ
と
思
わ
せ
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
極
楽
浄
土
」
は
、
仏
教
に
お
け
る
修
行
者
菩
薩
が
住
む
と
い
わ
れ
、
欲
望
や

苦
し
み
の
な
い
清
ら
か
な
死
後
の
世
界
だ
が
、
現
世
で
も
人
々
は
極
楽
浄
土
を
求
め
、
そ

の
美
の
世
界
を
創
り
続
け
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
に
庭
が
あ
る
。「
庭
師
は
、
神
が
宿

る
と
い
う
水
と
石
と
緑
を
組
み
合
わ
せ
て
、
浄
土
に
行
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
こ
れ
が

浄
土
だ
と
思
い
を
込
め
、
心
地
よ
い
場
を
創
り
続
け
て
い
る
。」（
６
３
４
デ
ザ
イ
ン
事

務
所
・
佐
藤
勇
武
氏
談
）
な
る
ほ
ど
、
浄
土
式
庭
園
と
向
き
合
っ
て
い
る
と
、
庭
も
静

か
に
自
分
を
見
て
い
る
よ
う
な
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
る
。

　

こ
の
八
月
は
、
御
霊
に
手
を
合
わ
せ
祀
る
こ
と
が
多
く
な
る
祈
り
と
感
謝
の
月
。
広

島
・
長
崎
原
爆
忌
、
終
戦
記
念
日
、
お
盆
そ
し
て
二
三
日
は
、
飯
盛
山
で
白
虎
隊
二
〇

人
が
自
刃
し
た
日
で
あ
る
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
さ
は
残
る
が
、
空
に
晩
夏
と
初
秋
の
重
な
り
を
感
じ
、
夜
の
風
に
も
初

秋
の
気
配
を
感
じ
る
。
そ
の
微
か
な
移
ろ
い
が
、
人
の
心
を
捉
え
る
。
と
、
そ
の
瞬
間
、

ふ
と
亡
き
人
を
思
い
出
し
、
無
性
に
話
を
し
て
み
た
く
な
る
。�
（
都
）



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5
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本社　〒103－0016　東京都中央区日本橋小網町１番８号　　TEL.03-6837-9422　FAX.03-6837-9423

ヤシマスミパイン乳剤
ヤシマスミパインMC
グリンガードNEO
バークサイドF
ヤシマNCS
モリエートマイクロカプセル
マツグリーン液剤2
マッケンジー

与作シート（茶・白）
折りたたみ式
専用キャリーバック使用（　　　　　　 ）

住化グリーン株式会社

野生獣類から大切な
植栽木を守る
ヤシマレント

大切な日本の松を守る
住化グリーンの林業薬剤

蜂さされ防止
ハチノックL（巣退治）
ハチノックS（携帯用）

ヤマビル対策に
マリックスター（駆除剤）

タケを駆除する
クロレートS

くん蒸用生分解性シート

クロレートS粒剤

竹・ササの防除に

打ち込み上手

アメシロなどの
害虫防除殺虫剤

ハスクバーナー・ゼノア㈱福島県代理店

㈲うねめ林業機械
TEL（024）952－2657・FAX（024）951－7775　〒963－0211　郡山市片平町字新蟻塚108の１

水冷ディーゼル
967634301
￥3,580,000（税抜）

SR3100
竹もOK!

出力　18.4kW（質量1,330㎏）

最大処理径

200㎜

ZHM1550
出力　27.5kW（質量1600㎏）

967081901
￥5,860,000（税抜）

ZHM800
出力　7.4kW（質量230㎏）

967088901
￥748,000（税抜）
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